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寺村光晴先生による講演
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《おしらせ》
※上記の発掘現場、室内作業は見学できます。ご期待に添

えない場合もありますので、か
・ ・ ・ ・

ならず、事前にご連絡くだ

さい。詳細は本部へお問い合わせを！

四街道市笹目沢Ⅱ遺跡
よつ	 かい	 どう	 し	 ささ	 め	 ざわ	 に	 い	 せき

空からみたシシ穴（右側の道路が国道51号線）

穴が埋まった様子

　この穴は、四街道市に所在する笹目沢Ⅱ遺跡で見つかったものです。

　笹目沢Ⅱ遺跡は四街道市と佐倉市の市境、国道51号線の近くに位置しています。平成

９年度と10年度そして平成18年度から19年度にかけて３回調査が行われており、このよ

うな穴のほかに8世紀から9世紀にかけての竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの集落域と方

形周溝状遺構からなる墓域が見つかっています。

　ひとつの穴の大きさは、長軸３～４ｍ、短軸２ｍ、深さは２ｍ以上で、それがそばにあ

る土手と平行して規則正しく、互い違いに300基以上並んでいるのです。

　このようなものは、いつの時代に何の目的でつくられたのでしょうか？

　土手や一部の穴からは、江戸時代の中頃にあたる1707（宝永４）年に富士山が噴火した

際に降りそそいだ火山灰が見つかっており、その頃に使われていたと推測できます。

　この穴は「シシ穴」と呼ばれ、イノシシや鹿、馬などの生き物が、一定の地域から外に

出ないようにするためにつくられたと考えられています。江戸時代、下総国は武士が使

用する馬を養うための「牧
まき

」と呼ばれる牧場が広がっていました。そのため各地に馬が

外に出ないようにする土手が、今でも残っています。この穴もそのような目的でつくられ

たと思われます。その一方では、農作物を食べる鹿やイノシシなどから守るためにつく

られたという説もあります。

　いずれにしても、動物の住む世界と人間の住む世界を分ける境界線のような役割で、

用いられた施設のひとつだったのでしょう。

―全長200ｍ以上にわたって
　　　無数にあけられた

穴、穴、穴・・・―

《発掘中の遺跡》
〈成 田 市〉

〈佐 倉 市〉

〈四街道市〉
〈印 西 市〉

《室内作業》
〈本部統合事務所〉
佐倉市鏑木町 198-3　TEL. 043-484-0133
南羽鳥花輪内遺跡（成田市　縄文時代）

松原古墳（成田市　古墳、奈良・平安時代）

久井崎Ⅱ遺跡（成田市　縄文時代）

宮田台遺跡（成田市　縄文時代）

市内遺跡（佐倉市　生谷松山遺跡他　縄文時代）

井野長割遺跡（佐倉市　縄文時代）

弥勒町・野狐台町遺跡（佐倉市　近世、近代）

笹目沢Ⅰ・Ⅱ遺跡（四街道市　奈良・平安時代）

池ノ下遺跡（印西市　奈良・平安時代）

宮前遺跡（栄町　奈良・平安時代）

天神遺跡（印旛村　古墳時代）

細町遺跡（印旛村　古墳時代）

榎台第一遺跡（印旛村　古墳時代）

〈佐倉南統合調査室〉
佐倉市岩富 528-1　TEL. 043-498-0765
宮内井戸作遺跡（佐倉市　旧石器時代～中近世）

内田端山越遺跡（佐倉市　旧石器時代～中近世）

野毛平和泉台Ⅰ・Ⅱ遺跡

　（縄文時代、古墳、奈良・平安時代）

野毛平東方遺跡（奈良・平安時代）

野毛平上ノ内遺跡（縄文時代）

米野一本松遺跡（古墳時代）

東和泉城（中世）

下福田城（中世）

新林大富Ⅰ遺跡（中世）

花立台遺跡（中世）

村田城跡（中世）

吉見台遺跡（中世）

臼井屋敷跡遺跡（中世）

吉見城跡（中世）

佐倉城跡（近世）

井野長割遺跡（縄文時代）

青菅の大塚・小塚（近世）

明代台西遺跡（旧石器～中世）

笹目沢Ⅱ遺跡（奈良・平安時代）

馬場遺跡第５地点（縄文時代）

10月〜1月

《NEWS》
■第11回遺跡発表会を開催しました
　７月21日（土）に佐倉市中央公民館大ホールで開催した遺

跡発表会は、暑い中250名を超える来場者がありました。今

回は和洋女子大学名誉教授寺村光晴先生を講師に迎え、「古

代ヤマト政権と房総の玉作」という題名で講演していただき

ました。来場の方からは、滑石製品をとおして中央政権と千

葉県との関係がよく分かった等のご意見をいただき、大変好

評でした。

　なお、当日来場できなかった方も11月30日（金）まで文

化財センター展示室において出土品を展示していますので是

非ご覧ください。

《速　報》
■佐倉市弥

み

勒
ろく

町遺跡出土「一分金」

　近世から近代と考えられる建物跡から出土しました。建物

跡の土層観察から二期に分けて改築したと思われ、一分金は

古い段階の建物跡の柱穴付近から出土しました。これから本

格的な整理作業に入りますが、おそらく、建物構築時の地
じ

鎮
ちん

目的で置いたのではないかと推測されます。

　写真の一分金は横10㎜、縦17㎜、厚さ1㎜、重量4.4ｇとなっ

ています。表には「一分」、裏は「光次」と花
か

押
おう

が刻まれてい

ます。「光次」は「後藤光次」という人物が専門的に鋳造を請

け負っていたことを証明するもので、花押はその人物のサイ

ンのような役割を果たしています。この花押は鋳造時期によっ

て変化しており、その刻印の表現によって種類が分かれます。

本資料はこれにより「正徳一分金」に類似していますが、重

量が若干重いことと、「一」の字が右側面の文様を突き抜けて

いない点から古い段階に位置付けられる可能性もあります。

　発掘調査による出土はそれほど多くなく、印旛管内では、

栄町大畑Ⅰ-3遺跡に続いて2例めの発見となりました。



白磁唐子形水滴
（肥前系：18世紀後半〜幕末頃）

土製鳩笛（左）：陶製鳩笛（右）
（産地不明：18世紀後半頃）

青銅製京風簪（かんざし）
（18世紀〜 19世紀前半頃）

銀製煙管（きせる）吸口
（19世紀前半〜幕末頃）

朱書磁器（端
は

反
ぞり

碗）
（瀬戸系：19世紀前半〜幕末頃）
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の焼
やきしおつぼ

塩壷

幼児形土人形
（江戸在地系？：18世紀後半頃）

　佐倉城は、広範な下総台地を治めるために、徳川家康の命を受けた

土井利
としかつ

勝（初代佐倉藩主）が1617（元
げん

和
な

3）年に約５年の歳月をかけて

築城し、以後1871（明治4）年の廃藩に至るまで、佐倉藩11万石の政

治経済の中心地となりました。現在佐倉中学校の敷地となっている部

分は、かつて上級家臣団の武家屋敷が建ち並んでいた場所で、発掘調

査は校舎の建て替えに伴い、平成19年4月18日～7月30日の期間に実

施しました。その結果、武家屋敷の施設に伴うと見られる井戸状遺構

･地下式坑･室
むろ

状遺構などが検出され、遺構からは近世遺物が多量に出

土しました。それらの出土遺物については、今後の整理作業を待たな

ければなりませんが、日常生活用具としての碗や皿･鉢･壷･甕･鍋･銚

子･蓋
ふたもの

物･段
だんがさね

重･徳利･土瓶などをはじめ、油皿･ひょうそくなどの灯火具

類、お神
み き

酒徳利･仏
ぶっ

飯
はん

器
き

･花
はないけ

生･香炉などの仏神具類･硯
すずり

･水
すいてき

滴などの机上

文具類、土人形･鳩笛などの玩具

類、鳥餌入れや碁石などの娯楽

品類、簪
かんざし

などの装身具類、煙
き せ る

管な

どの嗜
し

好
こう

具類、刀
とう

子
す

･包丁などの

鉄製品類、そして建物に関する

瓦･鉄製建物部材類など、「武家

屋敷」で生活を営んでいた人々

の様々な情報を得ることができ

ました。概観ですが、遺物の中

心時期は後期堀田時代（1746～

1871年）にあるようです。
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佐倉藩上級家臣団の
生活を探る
―佐倉中学校 (第５次 ) 発掘調査の成果から―

佐倉中学校（第5次）調査地区全体図

鍛冶遺構 井戸状遺構 室状遺構 土塀？

地下式坑 礎石 柱穴列

佐倉城跡位置図（S=1/25,000）
（赤丸は調査地点）　　　　　　　

江戸のリサイクル事情
寛政年間〔1789年〜 1800年〕頃、買い替え
るより安い値段で仕事を請け負う「焼

や き

継
つ ぎ

師
し

」が
登場します。焼継ぎの技法は、白玉粉（鉛ガラ
ス）を継ぎ目につけて、低温度で焼いて接合す
る方法です。上の写真のように、バラバラになっ
た鉢も見事に再利用されています。

「竹内」「竹田」とも読めるこの碗は、焼
継ぎの依頼主と見られ、「竹内」であれば

「佐倉城絵図」（文化文政年間 1804 年〜
1829 年）にある「竹内弥次ェ門」屋敷の
主に一致します。

井戸状遺構

鍛冶遺構から出土した近世遺物

焼塩壷

焼塩壷は焼塩を入れた容器で、
泉
せんしゅう

州大島郡 湊
みなと

村 ( 現在の大阪
府堺市周辺 ) を生産地としま
す。東京湾塩田地帯をよそに、
なぜ佐倉の地に「入れ物」が到
達したのでしょうか。

（18 世紀中葉〜後期：鍛
か

冶
じ

遺構
右端に出土している遺物です。）

佐倉中学校（第5次）調査で出土した近世遺物
（出土遺物のほんの一部です）


